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私たちが使う水について調べる

私たちが使う水は、長野県を源流とする木曽川の水を愛知用水が運んで

います。

東海市に入ってから、出ていくまでの水についてどのように変化するか

調べました。

【調査方法】

調査地点の水を取り、１．ＣＯＤ ２．色 ３．におい ４．気温

５．そこに住む生き物を調べました。

【ＣＯＤとは？】

水中の汚れが化学的に消ひされる酸素量を表し、よごれぐあいがわかる。

０きれいな水 ０～２少しよごれがある ２～５よごれがある

５～１０よごれが多い １０～よごれた水

【生活排水について】

私たちのくらしから出る水のなかで、どの水が一番きたないのか

それぞれ調べました。

【予想】

①上野浄水場付近が川の水といっしょだから一番きれい

②大池大池の奥には、動物園が近くにあるので一番きたない

③家から出る水の中で、油よごれがついたお皿をあらう時の

水が一番きたないと思う。

【結果】

上野浄水場付近、次に太田川河口付近の水がきれいだったが、

思ったより水質に差がなかった。

くらしから出る水は下水道に流れるので、川や池の水はきれいに保たれて

いることがわかった。

しかし、くらしから出る水は、地域に流れている水よりだいぶよごれて

いることがわかった。

調査日 令和３年８月１日（日） 晴れ 最高気温39.3℃

調査者 「フェアリーJr.4 」



【①愛知用水上流】気づいたこと

１）丘の上、高いところを流れている⇒自然に流すため

２）水の量が多い⇒水道水・工業用水・農業用水に使う

【②太田川上流】気づいたこと

１）愛知用水が北から南に流れているのと反対に南から北に流れていた

２）水が少なかった⇒雨の日には水の量が増える。街が水につからないよ

うに守っている。

【③大田大池】気づいたこと

１）奥の方が落葉などがありきたない⇒水の流れがない

【④田んぼ（大田大池から水が流れてくる）】気づいたこと

１）カエルや虫などの生き物がたくさんいる

２）田んぼに入ったとき、水がぬるかった⇒作物が育ちやすい

【⑤太田川河口（終点付近）】気づいたこと

１）満潮の時間だったので水がたくさんあって大きい魚がいた

２）途中の池や田んぼより水がきれいだった⇒水の流れがあるから

【くらしの水のＣＯＤ】 メダカの水槽10<お風呂の残り湯20＜除湿器の

水50が一番よごれていました。また、せんたく中の水20＜食後のお皿

あらいの水50＜食べ物の残り（みそしる）をそのまま捨てた場合75がせ

んざいより一番よごれていました。

【水をきれいにするためにできること】

①せんざいを使いすぎない

②お皿をあらう前に、よごれをふく

③食べ物を残さない。多く作りすぎない。

④風呂で使った水をせんたくに使うなど水のリサイクルをして

使う水の量をへらす


